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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年7月26日(2018.7.26)

【公表番号】特表2016-506130(P2016-506130A)
【公表日】平成28年2月25日(2016.2.25)
【年通号数】公開・登録公報2016-012
【出願番号】特願2015-545704(P2015-545704)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｈ   9/17     (2006.01)
   Ｈ０３Ｈ   9/54     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  41/113    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  41/187    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｈ    9/17     　　　Ｆ
   Ｈ０３Ｈ    9/54     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｌ   41/113    　　　　
   Ｈ０１Ｌ   41/187    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年6月18日(2018.6.18)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
　３次元の振動モードの励起によって、変換器１のカップリング係数は、１次元の振動モ
ードに対して大きくなるが、これはこの３次元の振動モードが、１次元の振動モードより
、圧電テンソルのより多くの成分を利用しているからである。これは圧電テンソルの構成
が、１つの空間方向に１つの交流電界を印加した際に全ての３つの空間方向における励起
が行われるようになっている場合に可能である。これはたとえば以下のような結晶構造の
圧電材料の場合である。
　－結晶構造１及び３では、交流電場がｘ，ｙ，またはｚ方向に印加されている場合。
　－結晶構造ｍでは、交流電場がｘまたはｚ方向に印加されている場合。
　－結晶構造３ｍでは、交流電場がｙまたはｚ方向に印加されている場合。
　－結晶構造

では、交流電場がｘまたはｙ方向に印加されている場合。
　－結晶構造３２では、交流電場がｘ方向に印加されている場合。
　－結晶構造２では、交流電場がｙ方向に印加されている場合。
　－結晶構造

および６ｍｍのそれぞれでは、交流電場がｚ方向に印加されている場合。
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【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子音響変換器（１）であって、
　１つの圧電層（４）と、
　前記圧電層（４）の第１の面（５）に接続された１つの第１の電極（２）と、
　前記圧電層（４）の第２の面（６）に接続された１つの第２の電極（３）と、
　を備え、
　前記圧電層は、前記第１の電極（２）と前記第２の電極（３）との間で１つの空間方向
に交流電界が印加された場合に、３つの空間方向での振動を有する１つの３次元振動モー
ドが励起されるように構成されており、
　前記３次元振動モードは、前記交流電界に沿った方向において１つの振動成分を有し、
また他の２つの空間方向への２つの振動成分を有して、前記圧電層（４）が前記３つの空
間方向で振動するようになっており、
　前記圧電層（４）は、結晶構造

の１つから選択された１つの結晶構造を備え、
　結晶構造１及び３では、交流電場がｘ，ｙ，またはｚ方向に印加されており、
　結晶構造ｍでは、交流電場がｘまたはｚ方向に印加されており、
　結晶構造３ｍでは、交流電場がｙまたはｚ方向に印加されており、
　結晶構造

では、交流電場がｘまたはｙ方向に印加されており、
　結晶構造３２では、交流電場がｘ方向に印加されており、
　結晶構造２では、交流電場がｙ方向に印加されており、
　結晶構造ｍｍ２，４，

４ｍｍ，および６のそれぞれでは、交流電場がｚ方向に印加されており、
　結晶構造２２２，２３，および

のそれぞれでは、交流電場が斜め方向空間に沿って印加されている、
ことを特徴とする電子音響変換器。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子音響変換器（１）において、
　前記圧電層（４）は、平坦な層であり、孔部（複数）（２２）および／またはスリット
（複数）（２３）を有するようにパターニングされていることを特徴とする電子音響変換
器。
【請求項３】
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　請求項１または２に記載の電子音響変換器（１）において、
　前記電子音響変換器（１）は、１つの領域を備え、この領域において、前記圧電層（４
）での音速が最も大きな方向における当該圧電層（４）の大きさ（Ｔ）が、他の空間方向
における当該圧電層（４）の大きさ（Ｌ１，Ｌ２，Ｌ）と少なくとも丁度同程度の大きさ
となっていることを特徴とする電子音響変換器。
【請求項４】
　請求項３に記載の電子音響変換器（１）において、
　前記圧電層（４）の最大の音速の方向における、当該圧電層の大きさ（Ｔ）は、前記電
子音響変換器（１）が基本モードで駆動されるように選択されていることを特徴とする電
子音響変換器。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか1項に記載の電子音響変換器（１）において、
　前記圧電層（４）は、複数のブロック（８）を備え、当該ブロックは１つの圧電材料を
含んでおり、
　前記圧電層（４）での音速が最も大きな方向における前記ブロック（８）の大きさ（Ｔ
）が、他の空間方向におけるそれぞれの前記ブロック（８）の大きさ（Ｌ１，Ｌ２，Ｌ）
と少なくとも同程度の大きさとなっていることを特徴とする電子音響変換器。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の電子音響変換器（１）において、
　前記第１の電極（２）および前記第２の電極（３）の少なくとも１つは、１つの第１の
電極パターン（１０）および１つの第２の電極パターン（１１）を備え、
　複数の前記ブロック（８）の各々は、前記第１の電極パターン（１０）あるいは前記第
２の電極パターン（１１）と接続されていることを特徴とする電子音響変換器。
【請求項７】
　請求項６に記載の電子音響変換器（１）において、
　前記ブロック（８）ならびに前記第１の電極パターン（１０）および前記第２の電極パ
ターン（１１）は、複数の前記ブロック（８）の２つの隣接するブロック（８）が異なる
電極パターン（１０，１１）と接続されるように配設されていることを特徴とする電子音
響変換器。
【請求項８】
　請求項５乃至７のいずれか１項に記載の電子音響変換器（１）において、
　複数の前記ブロック（８）の２つのブロック（８）の間には、１つの接続パターン（１
７）が配設されており、当該接続パターンは、当該２つのブロック（８）を横方向に互い
に接続していることを特徴とする電子音響変換器。
【請求項９】
　請求項８に記載の電子音響変換器（１）において、
　前記接続パターン（１７）は、誘電性材料を含んでいることを特徴とする電子音響変換
器。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか1項に記載の電子音響変換器（１）において、
　前記圧電層（４）の１つの領域は、１つの被覆層（１６）によって覆われており、当該
被覆層は特異な熱機械的挙動および／またはパッシベーション特性を備えることを特徴と
する電子音響変換器。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか1項に記載の電子音響変換器（１）において、
　前記圧電層（４）は、空隙部（複数）（９）を備え、当該空隙部は、特異な熱機械的挙
動および／または前記圧電層（４）より小さな剛性を有する材料（２４）で充填されてい
ることを特徴とする電子音響変換器。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１のいずれか1項に記載の電子音響変換器（１）において、
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　前記圧電層（４）は、１つの音響ミラー上に配設されていることを特徴とする電子音響
変換器。
【請求項１３】
　請求項1乃至１１のいずれか１項に記載の電子音響変換器（１）において、
　前記圧電層（４）は、フリーハンギングで配設されていることを特徴とする電子音響変
換器。
【請求項１４】
　請求項１乃至１３のいずれか1項に記載の電子音響変換器（１）において、
　前記圧電層（４）は、フォノニックバンドギャップ構造を形成することを特徴とする電
子音響変換器。
【請求項１５】
　請求項１乃至１４のいずれか1項に記載の電子音響変換器（１）において、
　前記圧電層（４）は、１つの圧電性材料からなる１つの第１の副層（１８）と、１つの
圧電性材料からなる１つの第２の副層（１９）とを備え、
　前記音響変換器（１）は、前記第１の副層（１８）と前記第２の副層（１９）との間に
配設されている１つの中間層（２０）を備えることを特徴とする電子音響変換器。
【請求項１６】
　請求項１乃至１５のいずれか1項に記載の電子音響変換器（１）において、
　励起された前記振動モードは、縦方向振動，剪断振動，またはこれら２つの振動の組合
せを含むことを特徴とする電子音響変換器。
【請求項１７】
　請求項１乃至１６のいずれか1項に記載の電子音響変換器（１）において、
　前記圧電層（４）は、その結晶軸がほぼ平行に揃っている結晶子を含むことを特徴とす
る電子音響変換器。
【請求項１８】
　請求項１乃至１７のいずれか1項に記載の電子音響変換器（１）において、
　前記圧電層（４）は、準エピタキシャルまたはエピタキシャルであることを特徴とする
電子音響変換器。
【請求項１９】
　フィルタに用いられる電子音響変換器（１）であって、１つの圧電層（４）、　当該前
記圧電層（４）の第１の面（５）に接続された１つの第１の電極（２）、および当該圧電
層（４）の第２の面（６）に接続された１つの第２の電極（３）
を有し、
　前記圧電層（４）は、前記第１の電極（２）と前記第２の電極（３）との間で１つの空
間方向に交流電界が印加された場合に、３つの空間方向での振動を有する１つの３次元振
動モードが励起されるように構成されており、
　前記３次元振動モードは、前記交流電界に沿った方向において１つの振動成分を有し、
また他の２つの空間方向への２つの振動成分を有して、前記圧電層（４）が前記３つの空
間方向で振動するようになっており、
　前記圧電層（４）は、結晶構造

の１つから選択された１つの結晶構造を備え、
　結晶構造１及び３では、交流電場がｘ，ｙ，またはｚ方向に印加されており、
　結晶構造ｍでは、交流電場がｘまたはｚ方向に印加されており、
　結晶構造３ｍでは、交流電場がｙまたはｚ方向に印加されており、
　結晶構造



(5) JP 2016-506130 A5 2018.7.26

では、交流電場がｘまたはｙ方向に印加されており、
　結晶構造３２では、交流電場がｘ方向に印加されており、
　結晶構造２では、交流電場がｙ方向に印加されており、
　結晶構造ｍｍ２，４，

４ｍｍ，および６のそれぞれでは、交流電場がｚ方向に印加されており、
　結晶構造２２２，２３，および

のそれぞれでは、交流電場が斜め方向空間に沿って印加されており、
　前記圧電層（４）は、平坦な層であり、孔部（複数）（２２）および／またはスリット
（複数）（２３）を有するようにパターニングされていることを特徴とする電子音響変換
器。
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